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本書は、金融商品取引法第13条の規定に基づく目論見書です。 



1. 本投資信託説明書（交付目論見書）により行う「CA グラン・チャイナ・ファンド」
の受益権の募集については、委託会社は、金融商品取引法（昭和23年法第25号）第
5条の規定により有価証券届出書を平成20年4月11日に関東財務局長に提出してお
り、平成20年4月12日にその届出の効力が生じております。

2. 本投資信託説明書（交付目論見書）は金融商品取引法（昭和23年法第25号）第13
条の規定に基づく目論見書のうち、同法第15条第2項の規定に基づき、投資家が
ファンドを取得する際にあらかじめまたは同時に交付を行う目論見書です。
また、当該有価証券届出書第三部の内容を記載した投資信託説明書（請求目論見書）
については、販売会社を通じて投資家の請求により交付いたします。なお、販売会社
に投資信託説明書（請求目論見書）をご請求された場合には、その旨をご自身におい
て記録しておくようにしてください。

3. 「CA グラン・チャイナ・ファンド」の受益権の価額は、同ファンドに組入れられて
いる有価証券等の値動きや為替の変動による影響を受けますが、これらの運用による
損益はすべて投資家の皆さまに帰属いたします。

4. 当ファンドは投資元本及び分配金が保証されているものではありません。

投資信託は、その商品の性格から次の特徴をご理解のうえご購入くださいますようお願
い申し上げます。

・投資信託は預金ではなく、預金保険の対象とはなりません。

・投資信託は保険契約ではなく、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。

・銀行を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

・投資信託の設定・運用は投資信託委託会社が行います（銀行は販売の窓口となります）。

・投資信託は値動きのある証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に投資す
るため、投資元本及び分配金が保証された商品ではありません。

・投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客さまが負うこと
になります。

・投資信託のご購入時にはお申込手数料、保有期間中には信託報酬及びその他の費用等
がかかります。

・投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

（投資信託についての一般的な留意事項）

当ファンドは、主に外国投資信託証券を通じて外国株式を投資対象としていますので、
組入株式の価格の下落や組入株式の発行体（企業）の倒産や財務状況の悪化及びそれら
に関する外部評価の変化等により基準価額は影響を受け、損失を被り投資元本を割込む
ことがあります。また、為替の変動（円高となった場合等）により当ファンドが最終的
に投資する外貨建資産の円貨建価値が下落し、基準価額が下落、損失を被り投資元本を
割込むことがあります。

（金融商品の販売等に関する法律に係る重要事項）
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ファンドの概要

ファンドの名称 CA グラン・チャイナ・ファンド

商 品 分 類 追加型株式投資信託/ファンド・オブ・ファンズ

ファンドの目的

主として中国経済圏の株式※に投資を行うファンドと本邦通貨表
示の短期公社債等に投資するファンドに投資することにより、そ
の実質的な運用はそれぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な
信託財産の成長を目指した運用を行います。
※主として香港や中国本土に本社を有するか、これらの地域で主たる事業活動を行っている
企業の香港上場株式。また中国か台湾に主な事業拠点を置いている、または主な事業活動
を行っている香港以外の市場に上場している株式を指します。

主な投資対象

主として中国経済圏の株式に投資するルクセンブルグ籍の
「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」のI4クラス（米ドル建）
と日本籍の「CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）」
（円建）に投資します。「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」
のI4クラスへの投資比率は原則として90%以上とすることを基
本とします。
原則として為替ヘッジは行いません。
組入対象投資信託証券は、変更することがあります。

信 託 設 定 日 平成16年9月1日（水）

信 託 期 間 平成16年9月1日（水）～無期限

決 算 日 年2回（1月15日及び7月15日、休日の場合は翌営業日）

収 益 分 配 毎決算時に、収益分配方針に基づいて分配を行います。

申 込 期 間

募 集 上 限

平成20年4月12日（土）～平成21年4月13日（月）
ただし、ファンドの休業日※にあたる場合は、お申込みできません。
※ファンドの休業日とは、東京証券取引所及び香港の証券取引所の休業日、日本及びルクセ
ンブルグの銀行休業日のいずれかに該当する場合を指します。

なお、申込期間は、前記期間満了前に有価証券届出書を提出することによって更新されます。

3,000億円

当概要は、投資信託説明書（交付目論見書）本文の記載内容を要約したものです。
詳細につきましては、各該当箇所をご覧ください。
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途 中 換 金

原則として、毎営業日換金（解約）できます。
ただし、ファンドの休業日にあたる場合は、お申込みできません。
「換金請求」または「買取請求」によりお申込みいただけます。
ただし、買取のお取扱いについては販売会社によって異なります
ので、お申込みの販売会社にお問合せください。

換 金 単 位 1口単位または1万口単位

換 金 価 額 換金請求受付日の翌営業日の基準価額

換 金 代 金 の
お 支 払 い

換金請求受付日から起算して、原則として5営業日目から販売会
社においてお支払いします。

投資顧問会社 クレディ・アグリコル アセットマネジメント・ホンコン

委 託 会 社 クレディ・アグリコル アセットマネジメント株式会社

受 託 会 社 りそな信託銀行株式会社

お 申 込 価 額 申込受付日の翌営業日の基準価額

【基準価額、換金価額及び販売会社について委託会社の照会先】

クレディ･アグリコル アセットマネジメント株式会社　お客様サポートライン  
電話番号：0120-202-900（フリーダイヤル） 

受付時間：月曜日～金曜日(祝休日を除く)の午前9時～午後5時 
（半日営業日は午前9時～午前11時半） 

インターネットホームページ：http://www.caam.co.jp

お 申 込 単 位

1万円以上1円単位または1万口以上1万口単位

お申込みには、以下の2つのコースがあります。
販売会社によってはどちらか一方のみの取扱となる場合があります。
詳しくは、販売会社にお問合せください。

収益分配金の「再投資」と「定期引出」の
ご選択が可能です。
「定期引出」をご希望されるお客さまは、
別途定期引出契約をお申込みください。

収益分配時に分配金を受取るコースです。

自動けいぞく
投資コース

一般コース
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ファンドの特色

当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式で運用することを基本とし
ます。主として、中国経済圏の株式へ投資を行うファンドと本邦通貨表示
の短期公社債等に投資するファンドに投資することにより、その実質的な
運用はそれぞれの投資先ファンドが行い、中長期的な信託財産の成長を目
指した運用を行います。

ファンド・オブ・ファンズとは
投資信託のことをファンドといい、ファンド・オブ・ファンズとは投資信託に投資する投資信託の
ことをいいます。一般的な投資信託は株式や債券に投資しますが、ファンド・オブ・ファンズは、
複数の投資信託に投資します。即ち、一つのファンドが他の複数のファンドに分散投資を行う仕組
みです。投資先の投資信託から株式や債券などへ投資します。

ファンド・オブ・ファンズ方式の投資による一般的なメリットと注意点
・資産規模の大きなファンドへ投資することによって幅広い分散投資を可能にします。
・少額でも効率よく資産運用できるので投資コストの軽減が図れます。
・既に運用実績のあるファンドに投資ができます。
・ファンド・オブ・ファンズの信託報酬の他に、投資対象となる組入投資信託ごとに信託報酬がか
かります。

1. 主として、中国経済圏の株式※に投資するルクセンブルク籍の「CAAM
FUNDS グレーター・チャイナ」のI4クラス（米ドル建）と日本籍の「CAマ
ネープールファンド（適格機関投資家専用）」（円建）に投資します。
※主として香港や中国本土に本社を有するか、これらの地域で主たる事業活動を行っている企業の香港
上場株式。また中国か台湾に主な事業拠点を置いている、または主な事業活動を行っている香港以外
の市場に上場している株式を指します。

2.「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」のI4クラスの組入比率は、原則とし
て、90%以上とすることを基本とします。また、ファンド全体における投資
信託証券の組入比率は、原則として高位を維持することとします。

3. 原則として、為替ヘッジは行いません。従ってファンドの基準価額は、主に円
対米ドル及び米ドル対中国経済圏通貨の為替相場の動きにより変動します。

4. 運用にあたっては、クレディ・アグリコル アセットマネジメント・ホンコンの
投資助言を受けます。

信託金の限度額は、1,000億円です。ただし、委託会社は、受託会社と合意のうえ、当該限度額
を変更することができます。

＊ファンド・オブ・ファンズ方式で運用します。「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」のI4（アイフォー）クラスは、「CA グラン・
チャイナ・ファンド」の日本での設定にあたり新たに設定され、既存のクラスと合わせた合同運用が行われています。I4の「I」
は「Institutional Investor」の略で機関投資家を意味します。 

申込金 

【イメージ図】 

投資 

損益 

投資 

損益 

投資 

損益 

投資 

損益 

分配金 
償還金 
換金代金 

受
益
者 

本邦通貨表示の 
短期公社債、コール・ローン等の 

短期金融商品 

CA グラン・チャイナ・ファンド 

中国経済圏 
株式市場 

CAマネープールファンド 
（適格機関投資家専用） 
（日本籍／円建） 

CAAM FUNDS グレーター・チャイナ 
I4クラス 

（ルクセンブルグ籍／米ドル建） 
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中国経済圏 

名目GDP総額・一人当たり名目GDP：2006年。株式市場の時価総額・銘柄数：2008年2月末現在。 
（出所）株式市場の時価総額・銘柄数：クレディ・アグリコル アセットマネジメント・ホンコン 

その他のデータ（名目ＧＤＰ総額・一人当たり名目ＧＤＰ、香港の貿易取り扱い量等）：ジェトロ 

中国経済圏を知りましょう 

名目GDP総額 
一人当たり名目GDP 
株式市場の時価総額 
株式市場の銘柄数 
為替制度 

315.0兆円 
23.9万円 
415.0兆円 
1,562銘柄 
変動相場制 ※ 

※通貨バスケットを参考に調整した管理フロート制 
（2008年2月末現在） 

＊中国経済圏の株式への投資は、一般的に先進国の株式への投資に比べて価格変動性などのリスクが高く
なる傾向があります。市場環境によっては投資元本を割込むことがあります。 
＊上記内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。当社が信頼性が高いとみなす
情報に基づいて作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。 

中国 

中国 

22.6兆円 
327.6万円 
245.1兆円 
1,242銘柄 

米ドルペッグ制 
 

名目GDP総額 
一人当たり名目GDP 
株式市場の時価総額 
株式市場の銘柄数 
為替制度 
 

・中国経済の玄関口 
・香港の貿易取り扱い量の約4割強が中国向け 
・CEPA（経済・貿易緊密化協定）による市場開放 
・香港と中国の自由貿易協定 
・中国金融センター化 
・多くの有力中国企業が香港に上場 

※米ドルに連動した固定相場制 
（2008年2月末現在） 

※ 

香港 

・先進国に比べ相対的に高水準の経済成長を維持 
・2008年の北京オリンピック、2010年の上海
万博による経済効果も期待 
・ASEAN（東南アジア諸国連合）と日中韓3ヵ
国(ASEAN＋3)による自由貿易協定構想な
ど、地域内での連携強化による経済活性化を
期待 

中国 

香港 香港 

台湾 台湾 

名目GDP総額 
一人当たり名目GDP 
株式市場の時価総額 
株式市場の銘柄数 
為替制度 

ＧＤＰ（国内総生産）：国内で新たに生産されたモノや
サービスの付加価値の合計額であり、国全体の経済
の規模や景気の状況を測る指標の一つです。ＧＤＰ
には物価変動の影響を除いた実質ＧＤＰと、除いて
いない名目ＧＤＰがあります。 

43.5兆円 
189.8万円 
68.8兆円 
675銘柄 

変動相場制 

・台湾企業の中国ビジネスはさらに拡大 
・ハイテク産業における中国への生産シフト 
 （2国間の生産） 

台湾 
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中国経済圏の主要株式市場 

※ハンセン指数とは、香港市場の代表的な株価指数で、1964年7月31日を基準としてHang Seng Indexes Company Limited
が公表しており、香港証券取引所の時価総額の約7割を占める主要な43銘柄を対象として浮動株に基づく時価総額加重平均で算出
しています（2008年3月7日現在）。 

主 要 投 資 対 象 市 場  

 

香 港 証 券 取 引 所  
 

 

 
上 海 証 券 取 引 所  

 

深 セ ン 証 券 取 引 所  

台 湾 証 券 取 引 所  

種　類 

H株 

レッドチップ 

 
その他上場株 

A株 

B株 

A株 

B株 

－ 

通　貨 

香港ドル 

香港ドル 

 
香港ドル 

人民元 

米ドル 

人民元 

香港ドル 

台湾ドル 

特　　　徴 

香港市場に直接上場している中国の国有企業等の株式。 

中国政府系機関の資本傘下等にある香港上場企業の株式。 

上記以外の香港上場株式。ハンセン指数※を構成する優良企業の株式
や中国本土内に収益基盤を持つ企業の株式等。 

中国国内投資家向けの市場。国外投資家へ限定的に開放されている。 

上海市場に上場している中国企業の株式。 

中国国内投資家向けの市場。国外投資家へ限定的に開放されている。 

深セン市場に上場している中国企業の株式。 

1962年より取引開始、国外投資家へ限定的に開放されている。 

※クレディ・アグリコル アセットマネジメント・ホンコンのデータを基にクレディ・アグリコル アセットマネジメント株式会社が作成。 
　上記の時価総額は、複数の市場に上場している企業について各市場で重複して計算しています。 

1996年10月1日を100として指数化。（現地通貨ベース） 
（出所）クレディ・アグリコル アセットマネジメント・ホンコンのデータを基にクレディ・アグリコル アセットマネジメント株式会社が作成。 

※過去の実績であり、将来を保証あるいは予測するものではありません。 

ご参考：中国経済圏市場の指数推移【1996年10月1日～2008年2月29日】 
（%）
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中国経済圏に注目する3つのポイント 

中国ＧＤＰと経済成長率の推移 

中国が世界シェア1位（生産量）の主な工業製品 

11 めざましい経済成長 

「世界の工場」としての中国 
・豊富で安価な労働力を利用して、特に製造業の分野で強みを発揮しています。 

※上記は過去の実績であり、今後の中国の成長性や当ファンドの将来の運用成果等を保証あるいは予測するものではありません。 

平均年間賃金の推移（1978年～2005年） 

さらに「巨大消費市場」へ 
・経済発展に伴い所得水準も向上してきています。 
・13億を超える人口をかかえる中国は、「世界の工場」としてのみならず、巨大な消費市場と 
　なっていく可能性を秘めています。 
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（出所）中国総合データ、ジェトロ

（出所）総務省統計局、世界国勢図会、電子情報技術産業協会、UN Industrial Commodity Statistical yearbook 2003※1  2006年　  ※2  2003年

（出所）中国国家統計局

パソコン 
（約1.88億台）※1

携帯電話 
（約4.60億台）※1

カメラ 
（約6,200万台）※2

絹織物 
（約51億m2）※2

83.3% 87.8%

・1978年　小平（とう  しょうへい）氏による改革・開放路線決定、1992年「社会主義市場経済」 
　宣言などを経て、中国はめざましい経済成長を遂げてきています。 

ポイント ポイント ポイント 

22
ポイント ポイント ポイント 

33
ポイント ポイント ポイント 

（人民元）

＊上記内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。 
  当社が信頼性が高いとみなす情報に基づいて作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。 
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中国　【2006年】　名目GDP総額：21兆871億元 
　　　　　　　　　 実質GDP成長率：11.1%
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CA グラン・チャイナ・ファンドのポートフォリオ現況（2008年3月7日現在） 

※4 基準価額【税引前分配金再投資】は、当ファンドの基準価額に、分配金（税引前）をその分配を行う日に無手数料で全額再投資
したと仮定して算出したものであり、実際の基準価額とは異なります。 

＊ 基準価額計算においては信託報酬等が控除されております。 

＊過去の実績であり、将来の運用成果等を保証あるいは予測するものではありません。 
＊ファンドの運用状況（基準価額水準及び市況動向）等によっては、分配金が支払われない
場合もあります。 
＊ご購入時には、お申込手数料（お申込手数料率の上限は3.15%（税抜3.0%））がかかり
ます。 

設定来の基準価額の推移 

　　　　　　　　　   内訳

CAAM FUNDS グレーター・チャイナ（I4 クラス）

円建マネー サブファンド※1

現金等※2

合計

組入比率

97.87%

0.25%

1.88%

100.00%

ファンドの内訳 
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※1 平成20年4月12日付で約款変更を行い、当ファンドが投資対象とする投資信託証券の一つである「円建マネーサブファンド」を
投資対象から外し、「CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）」を投資対象に加えます。 

※2 現金等には未払諸費用等を含みます。 
※3 「CA グラン・チャイナ・ファンド」が投資する「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ（I4クラス）」のマスターファンドの組入状

況です（マスターファンドとは、I4クラス等の各クラスのファンドを1つにまとめて合同で運用しているファンドです）。 

保有上位10銘柄※3 市場別組入比率※3

＊　レッドチップとH株を除く。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

CNOOC（中国海洋石油）

チャイナ・モバイル

中国交通建設

中国工商銀行

ケリー・プロパティ

パークソン

中国建設銀行

中国人寿保険

ツージンマイニング

アルミニウムコーポ

7.46%

6.66%

6.10%

5.05%

4.58%

4.34%

4.04%

3.94%

3.55%

3.49%

レッドチップ

レッドチップ

H株

H株

香港

香港

H株

H株

H株

H株

エネルギー

電気通信サービス

資本財・サービス

金融

不動産

一般消費財・サービス

金融

金融

素材

素材

銘柄 組入比率（%） 業種 上場市場

2008年3月7日現在、合計41銘柄を組入れています。

＊＊その他市場は、主に中国本土でビジネスを展開し、中国
本土以外の取引所で上場、かつ中国政府の保有比率が
0%の企業などが含まれております。

香港（レッドチップ） 
22.56%

現金等※2   -1.79%

香港＊
32.71%

香港（H株）
34.10%

その他市場＊＊
12.42%

純資産残高（右軸） 
基準価額【分配後】（左軸） 
基準価額【税引前分配金再投資

※4
】（左軸） 

 
 

2008年3月7日現在 
基準価額【分配後】 8,301円 
純資産総額 約377億円 

分配実績 
第4期  2007年1月15日 
5,232円（1万口当たり/税引前） 

分配実績 
第5期  2007年7月17日 
3,821円（1万口当たり/税引前） 

分配実績 
第1期  2005年2月25日 
855円（1万口当たり/税引前） 

分配実績 
第2期  2006年2月27日 
1,900円（1万口当たり/税引前） 

分配実績 
第3期  2006年7月18日 
2,000円（1万口当たり/税引前） 

分配実績 
第6期  2008年1月15日 
1,223円（1万口当たり/税引前） 
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当ファンドの主な投資対象である「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」は、
主に中国経済圏の株式に投資を行います。株式の価格は、その発行体（企業）
の財務状況、一般的な経済状況や金利、証券の市場感応度の変化等により変動
します。従って、最終的に組入れられた株式の価格が下落した場合には、当ファ
ンドの基準価額が下落し、損失を被り投資元本を割込むことがあります。 

当ファンドは円建で基準価額が表示される国内投信ですが、主要投資対象で
あるルクセンブルグ籍の投資信託証券は外貨建であり、原則として為替ヘッジ
を行いません。従ってファンドの基準価額は、主に円対米ドル、米ドル対中国
経済圏通貨の為替相場の動きにより変動します。円高になった場合、投資する
外貨建資産の円貨建価値が下落し、ファンドの基準価額が下落する要因となり、
損失を被り、投資元本を割込むことがあります。 

株式の発行体（企業）が破産した場合、本来ならば相当の利益を得ていたと
思われる場合でも、当ファンドが投資対象とする投資信託証券の資金を回収
することは困難となります。この場合、当ファンドの基準価額が下落し、損失を
被り投資元本を割込むことがあります。 

当ファンドの主な投資対象である「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」
は、主に中国経済圏の株式を投資対象としています。一般に中国、香港及び
台湾等の証券市場は欧米等の先進国の証券市場に比べ、市場の規制・構造・
慣行等において違いがあり、市場の流動性が低くなる事態が生じる可能性が
高いと考えられます。従って、流動性、価格変動性等のリスクは相対的に高く
なる傾向があります。中国、香港及び台湾における社会的・経済的環境は、
相対的に不透明なことがあり、各政府は、自国経済や株式・為替市場等を規制
又は監督する上で大きな影響力を行使することがあります。このため、規制の
変更等により、当ファンドが運用上の大きな制約を受ける可能性も想定され
ます。また、当該各国の企業活動及び証券市場に関する法令、会計基準等が
先進主要国と異なることがあること、政治及び経済環境の急変時には証券
市場が大きな影響を受け、ファンドの基準価額も先進主要国の市場へ投資
しているファンドと比較して大きく下落する可能性があり、損失を被り投資
元本を割込むことがあります。 

ファンドの主な投資リスク及び留意点 

当ファンドは、投資信託証券への投資を通じて値動きのある資産（外貨建資産には為替変動リスクが
あります）に投資しますので、基準価額は変動します。従って、当ファンドは、投資元本が保証されて
いるものではありません。信託財産に生じた利益及び損失は、全て受益者に帰属することとなります。
当ファンドにおける主な投資リスクは次のとおりです。これらの投資リスクにより、当ファンドの基準
価額は下落する可能性があり、損失を被り投資元本を割込むことがあります。 

以下に記載する投資リスク及び留意点は当ファンドの投資信託説明書（目論見書）に記載するも
ののうち、一部の要約であり、当ファンドに係る全ての投資リスク及び留意点を網羅するものでは
ありません。 
リスクの詳細は投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドの主な投資リスク及び
留意点」をご参照ください。 

主な投資リスク 
 

価格変動リスク 

中国経済圏の株式への 
投資に関するリスク 
（カントリーリスク） 

為替変動リスク 

信用リスク 

主な投資リスクの内容（損失が生じる恐れのある理由） 
 

当ファンドは、原則として、毎決算時に収益分配方針に基づいて分配を行い
ますが、分配金額はあらかじめ確定しているものではなく、ファンドの運用状況
（基準価額水準及び市況動向）等によっては分配を行わないこともあります。 

主な留意点 
 

分配金に関する留意点 

留意点の内容 
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当ファンドの収益分配金は、配当控除・益金不算入制度の適用対象外となります。
平成20年3月7日現在の税法に基づき記載しております。税法が変更・改正された場合は上記の内容が
変更になることがあります。
当ファンドの会計上･税務上のお取扱いについては、あらかじめ会計士･税理士にご確認ください。

●お客さまに直接ご負担いただく費用及び税金（個人のお客さまの場合）

時　　期 項　　目 費　用・税　金

お申込時 申込手数料
3.15%（税抜3.0%）を上限として販売会社が定める
率を申込受付日の翌営業日の基準価額に乗じて得た金
額とします。

途 中
換 金 時

収 益
分 配 時

信託財産留保額 ありません。

換金価額の個別元本超過額に対して10%（所得税7%
及び地方税3%）が課税されます。
（平成21年4月1日以降は20%（所得税15%及び地方税5%）となる予定です）

所得税及び
地 方 税

所得税及び
地 方 税

普通分配金に対して10%（所得税7%及び地方税3%）
が課税されます。
（平成21年4月1日以降は20%（所得税15%及び地方税5%）となる予定です）

償 還 時 所得税及び
地 方 税

償還時の個別元本超過額に対して10%（所得税7%及
び地方税3%）が課税されます。
（平成21年4月1日以降は20%（所得税15%及び地方税5%）となる予定です）

●お客さまに間接的にご負担いただく費用（保有期間中にファンドが負担する費用）

信託報酬

上限：純資産総額に対して年率2.11%（税込）※1を乗じて得た額
※1 当ファンドはファンド・オブ・ファンズ方式をとっているため、当ファンド
の約款で定める信託報酬の上限1.26%（税込）に、組入投資信託証券のうち信
託報酬が最大のもの（0.85%）を加算しております。

【ご参考】
組入投資信託証券とその信託報酬
「CAAM FUNDS グレーター・チャイナ」のI4クラス ・・・・・・・・・・年率0.85%以内＊

【内訳】運用会社：年率0.45%、保管銀行業務及び管理事務（監査等）：年率0.40%以内
「CAマネープールファンド（適格機関投資家専用）」・・・・・年率0.0525%～0.3675%

（税抜年率0.05%～0.35%）
＊日本国外においてかかる費用（日本籍以外の組入投資信託証券の信託報酬）に関しては、消費税等が課されません。

その他の
費 用

上記の信託報酬以外に信託事務の諸費用、監査報酬及び最終的な組入
有価証券の売買委託手数料等が信託財産中から支払われます。
（その他の費用については、運用状況等により変動するものであり、事
前に料率、上限等を表示することはできません）

なお、費用の合計額は、お申込金額・口数や保有期間等に応じて異なりますので、表示することはでき
ません。

詳しくは投資信託説明書（目論見書）後記の「ファンドにかかる費用・税金」をご参照くだ
さい。
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投資信託説明書 
（請求目論見書） 

2008 . 4

本書は、金融商品取引法の規定に基づき、投資家の請求により交付される目論見書（請求目論見書）です。 



1. 本投資信託説明書（請求目論見書）により行う「CA グラン・チャイナ・ファンド」
の受益権の募集については、委託会社は、金融商品取引法（昭和23年法第25号）第
5条の規定により有価証券届出書を平成20年4月11日に関東財務局長に提出してお
り、平成20年4月12日にその届出の効力が生じております。

2. 本投資信託説明書（請求目論見書）は、有価証券届出書「第三部 ファンドの詳細情
報」の内容を記載したものであり、金融商品取引法の規定に基づき、投資家の請求に
より交付される目論見書です。

3. ｢CA グラン・チャイナ・ファンド｣の受益権の価額は、同ファンドに組入れられてい
る有価証券等の値動きや為替の変動による影響を受けますが、これらの運用による損
益はすべて投資家の皆さまに帰属いたします。

4. 当ファンドは投資元本及び分配金が保証されているものではありません。

投資信託は、その商品の性格から次の特徴をご理解のうえご購入くださいますようお願
い申し上げます。

・投資信託は預金ではなく、預金保険の対象とはなりません。

・投資信託は保険契約ではなく、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。

・銀行を通じてご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象とはなりません。

・投資信託の設定・運用は投資信託委託会社が行います（銀行は販売の窓口となります）。

・投資信託は値動きのある証券（外貨建資産には為替変動リスクがあります）に投資す
るため、投資元本及び分配金が保証された商品ではありません。

・投資した資産の価値の減少を含むリスクは、投資信託をご購入のお客さまが負うこと
になります。

・投資信託のご購入時にはお申込手数料、保有期間中には信託報酬及びその他の費用等
がかかります。

・投資信託のお申込みに関しては、クーリングオフの適用はありません。

（投資信託についての一般的な留意事項）

当ファンドは、主に外国投資信託証券を通じて外国株式を投資対象としていますので、
組入株式の価格の下落や組入株式の発行体（企業）の倒産や財務状況の悪化及びそれら
に関する外部評価の変化等により基準価額は影響を受け、損失を被り投資元本を割込む
ことがあります。また、為替の変動（円高となった場合等）により当ファンドが最終的
に投資する外貨建資産の円貨建価値が下落し、基準価額が下落、損失を被り投資元本を
割込むことがあります。

（金融商品の販売等に関する法律に係る重要事項）
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